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ミ
ノ
ー
ー
ミ
ミ

ミ
ノ
ワ
ト
タ
Z
モ
ン
蓑
輪
徳
右
衛
門
初
め
兵

助
。
徳
兵
衛
涯
能
の
子
。
明
和
八
年
新
番
と
な
b
、

前
回
童
数
の
御
近
習
に
任
じ
た
が
、
天
明
元
年
=
一
周

十
日
御
納
戸
の
衣
服
を
強
み
た
る
こ
と
露
顕
し
て
御

預
と
な
り
、
四
用
廿
七
日
公
車
場
に
於
い
て
側
首
。

子
熊
五
郎
ハ
六
歳
〉
亦
尖
の
錯
に
座
し
て
殺
筈
せ
ら
れ

た
。

間
代
は
越
前
大
野
郡
石
徹
自
で
あ
り
、
長
制
か
ら
石

徹
白
を
総
て
加
山
に
賛
る
の
で
あ
る
。

ミ
ノ
マ
タ

9
ゴ
Z

護
捲
越

J
ヒ
ロ
ギ
ゴ
エ

鹿
木
越
。

さ
ノ
ム
ロ
美
遵
室
白
山
に
在
っ
て
、
古
く
は

別
山
室
の
こ
と
を
美
濃
室
と
縛
し
た
。
後
世
で
は
越

前
名
践
考
に
、
『
美
濃
室
と
い
ふ
は
、
越
前
室
よ
り
辰

巳
の
方
に
賞
。
、
コ
一
町
程
隔
て
た
り
。
是
は
美
濃
長

瀦
寺
の
術
審
鰭
の
室
な
り
。
』
と
あ
っ
て
、
別
山
室
と

別
で
あ
る
。
今
凡
ぺ
て
巌
絶
し
た
。

ミ
ノ
ワ
ジ
ガ
タ
蓑
輪
地
方
能
美
郡
栗
津
郷
に

鹿
す
る
島
の
一
部
で
あ
る
が
、
大
嬰
寺
務
で
は
一
村

と
し
て
取
扱
う
て
ゐ
た
。
車
に
蜜
輸
と
も
い
ひ
、
叉

箕
輪
と
書
い
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
村
は
、
前
回
利

常
が
寝
鏡
子
を
植
ゑ
し
め
、
番
人
に
蓑
輪
某
を
置
い

た
に
起
る
と
い
は
れ
る
。
明
治
以
降
ま
た
猫
立
部
務

と
し
、
議
輪
地
方
と
務
す
る
o

sノ
ヲ
チ
カ
ヨ
シ
議
論
活
能
遺
構
昌
林
・
徳
兵

衛
・
徳
.
平
。
初
め
御
居
間
方
坊
主
で
あ
っ
た
が
、
後

御
歩
と
な
り
、
資
脳
二
年
新
知
百
三
十
石
を
受
け
て

組
外
に
列
し
、
南
御
土
競
奉
行
に
滋
み
、
七
年
海
球

院
附
御
用
人
、
十
三
年
御
近
習
御
用
に
任
じ
、
安
永

中
七
十
石
を
加
へ
て
御
腿
廻
に
瑳
し
、
天
明
言
年
百

石
を
増
し
大
小
将
と
な
り
、
五
年
去
十
石
を
増
し
、

七
年
致
仕
し
て
昌
久
と
稽
し
、
隠
民
料
十
混
入
扶
持

を
受
け
た
。

ミ
ハ
テ
ヌ
チ

9

見
果
ぬ
ち
り
一

mmo
金
・
探
の

俳
人
春
暁
鷲
紫
石
の
著
で
、
そ
の
自
序
が
あ
る
。
京

勝
問
屋
普
助
坂
で
、
年
紀
を
明
ら
か
に
せ
ぬ
が
、
文

化
十
年
で
あ
ら
う
と
い
ふ
。
紫
石
は
知
花
家
で
も
あ

っ
た
の
で
、
花
の
塵
塚
を
築
き
、
之
が
織
と
し
て
埋

鐙
す
る
策
論
ひ
得
た
諸
家
の
勾
な
ど
を
載
せ
る
。

εハ
ナ
シ
ヤ
マ
見
放
山
白
山
の
中
、
能
美
郡

尾
添
の
村
か
ら
西
南
に
在
る
。
爾
山
相
封
し
、
高
き

を
大
見
放
、
低
き
を
小
見
政
と
名
づ
け
る
。

εピ
キ
=
一
引
勺
鹿
島
郡
三
引
保
に
鴎
す

る
部
落
。

ミ
ピ
キ
ガ
ハ
=
一
引
川
鹿
島
都
=
一
引
領
赤
臓
谷

内
よ
り
出
で
、
問
領
の
海
に
入
る
。
流
棋
二
粁
像
。

ミ
ピ
キ
ホ
=
一
引
保
鹿
島
郡
に
在
っ
た
。
承
久

三
年
注
迭
の
能
費
岡
田
撤
回
録
に
、
『
三
引
保
、
武

町
、
承
久
年
中
検
注
国
定
』
と
あ
る
。
後
悦
ま
た
宮
一

引
保
が
あ
る
。

ミ
ピ
キ
ホ
三
引
保
路
島
郡
に
邸
し
、
総
政
時

代
で
は
深
見
・
白
滋
・
=
一
引
の
三
ヶ
村
を
含
ん
で
居
た
。

εピ
キ
ヨ
ハ
チ
ロ
ウ
=
一
引
奥
八
郎
年
不
静
六

局
七
日
附
祖
弁
兵
庫
助
綴
宗
・
三
宅
筑
前
守
綱
瞭
・
跡

保
宗
左
衛
門
綱
誠
の
感
朕
に
、
三
引
奥
入
郎
宛
腕
の

も
の
が
あ
る
。
天
文
末
年
の
も
の
ら
し
〈
、
そ
の
子

孫
は
長
氏
に
臣
事
し
て
居
た
。

εフ
ネ
ザ
キ
御
舟
崎
珠
洲
郡
の
内
浦
最
南
端

で
、
小
木
の
南
に
在
る
。
城
ヶ
崎
と
相
射
し
て
、
九

十
九
漕
の
口
を
按
ず
る
。

ミ
フ
ネ
ジ
ン
タ
ヤ
三
締
紳
枇
珠
洲
郡
小
木
に

在
っ
て
、
今
御
般
紳
祉
に
作
る
。
式
内
等
萄
祉
担
に
、

ミ
ノ
ワ
ヤ
マ
三
輪
山
石
川
都
合
谷
の
邸
務
か

ら
商
隔
に
笛
る
山
。
ミ
ノ
ワ
山
と
も
ミ
ワ
山
と
も
い

ふ
。
一
名
冠
級
。
高
さ
一

O
六
丸
米
。
地
質
第
三
紀

居
。

ミ
フ
ネ
ヤ
マ
一
般
山

J
ミ
フ
ネ
ジ

y
ジ
ヤ

三
般
耐
枇
。

ミ
マ
ガ
ハ
御
馬
河
日
本
簸
異
記
に
、
越
前
闘

加
賀
郡
に
居
た
浮
浪
の
長
が
、
前
殺
景
墾
三
年
三
用

サ
七
日
そ
の
郡
の
部
内
御
馬
河
の
竪
に
於
い
て
、
小

野
朝
臣
隠
臨
と
い
ふ
優
婆
誕
の
行
者
に
遇
う
た
物
穏

が
醤
い
で
あ
る
。
御
馬
測
の
塁
は
後
の
石
川
郡
=
一
高

郷
で
あ
ら
う
。
御
馬
河
は
延
亭
=
一
年
の
法
令
に
み
ま

ん
ど
う
川
と
砲
さ
れ
、
関
山
私
記
に
載
せ
た
質
勝
・

明
和
の
頃
の
日
程
に
は
見
識
川
と
し
、
=
一
州
奇
談
に

は
三
櫛
蛍
川
と
醤
き
、
今
は
ご
高
堂
川
と
い
う
て
ゐ

る
。
伏
見
川
の
上
流
で
あ
る
。

εマ
ゴ
ウ
三
馬
郷
石
川
郡
の
古
郷
名
で
、
和

名
抄
に
『
石
川
郡
三
局
、
美
前
向
』
と
あ
る
o

sマ
ジ
ン
タ
ヤ
御
馬
紳
結
石
川
郡
久
安
に
鎮

座
す
る
。
も
と
三
馬
堂
と
も
稽
へ
て
、
三
馬
郷
の
飽

祉
で
あ
る
と
い
ふ
。
式
内
等
萄
赴
記
に
、
『
御
馬
蹄

位
。
式
内
一
座
。
御
馬
郷
久
安
村
銀
座
。
或
云
祭
神

大
若
子
命
。
今
稽
二
=
馬
堂
蔚
荷
↓
或
誤
云
二
一
馬

『
三
舶
紳
位
。
木
郎
郷
小
木
村
銀
座
。
祭
跡
猿
田
彦

紳
。
萄
億
一
宮
。
往
昔
海
遊
三
館
山
銀
座
。
故
稽
=
三
飴

櫨
現
↓
』
と
見
え
、
能
菅
名
跡
志
に
は
、
『
氏
前
コ
一
崎

椴
劉
は
上
野
に
在
り
。
よ
き
赴
也
。
近
年
比
宮
普
蔚

す
る
時
、
古
逝
用
の
牛
の
舌
と
い
ふ
金
子
を
掘
出
し

た
る
こ
と
あ
り
。
此
所
音
寺
地
に
て
、
坊
の
上
・
坊

の
池
亦
と
い
う
て
あ
り
。
昔
の
位
地
は
=
一
般
と
い
う

て
風
景
の
磁
山
な
り
。
神
よ
り
は
大
般
の
知
〈
見
ゆ

る
山
に
て
、
御
般
の
織
と
い
う
て
、
海
に
出
る
崎
に

在
。
。
誠
に
般
形
の
松
山
な
り
。
佳
景
至
極
也
。
一

山
踏
む
腕
鳴
っ
て
、
下
は
宛
也
。
錨
と
思
ふ
既
に
穴

あ
り
。
肢
の
修
行
者
此
腕
に
入
り
し
に
、
内
に
宮
殿

楼
閣
あ
り
し
と
い
へ
り
。
誠
に
仙
境
の
由
。
』
と
記

す
る
。

八

堂
吋
』
と
あ
る
。
同
都
府
替
に
在
る
熔
替
枇
を
そ
れ
だ

と
す
る
読
も
あ
る
が
、
非
で
あ
ら
う
。

εマ
ナ
ヒ
ヨ
ジ
ン
タ
ヤ
美
廊
奈
比
古
紳
結
今

鳳
至
郡
穴
水
の
川
島
に
在
っ
て
、
奨
腕
奈
胎
古
紳
・

美
既
奈
均
時
瀞
等
を
組
る
。
こ
の
赴
観
は
延
富
式
称

名
帳
腕
載
の
も
の
で
あ
る
が
、
大
日
本
地
名
僻
容
に
、

『
延
喜
式
鳳
至
郡
美
廊
奈
均
古
紳
赴
・
美
腕
奈
均
時
制

祉
は
、
今
穴
水
川
島
村
に
在
り
。
此
地
は
古
の
能
登

郡
な
れ
ば
疑
ふ
ぺ
し
』
と
し
て
、
穴
水
の
そ
れ
が
式

内
祉
で
は
な
い
と
断
じ
て
ゐ
る
。
但
し
川
島
に
も
楽

師
奈
比
障
の
枇
践
は
な
い
。
叉
式
内
等
醤
祉
記
に
も

式
の
美
廊
奈
均
古
神
社
・
奨
蹄
奈
比
時
前
祉
共
に
所

在
が
知
れ
ぬ
と
し
て
ゐ
る
O

能
登
誌
に
は
岩
車
村
の

日
吉
祉
と
奈
古
司
祉
を
以
て
之
に
擬
し
て
ゐ
る
が
、

是
も
援
が
な
い
。

ミ
マ
ナ
ヒ
メ
ジ
ン
ジ
ヤ
奨
廠
奈
比
時
締
結

J

ミ
マ
ナ
ヒ
コ
ジ

y
ジ
ヤ
美
麻
奈
比
古
紳
枇
。

旬、、マン

F
ウ
ガ
ハ
三
浦
曲
一
川
↓
ミ
マ
ガ
ハ

御
馬
河
。

旬、、マン

F
ウ
パ
シ
=
一
満
堂
橋
石
川
郡
商
泉
・
久

安
・
横
川
の
領
境
、
み
ま
ん
蛍
川
に
架
け
た
橋
で
、

今
は
ご
高
堂
橋
と
い
ふ
。

さ
さ
キ
キ
ヤ
マ
耳
岡
山
江
沼
郡
大
器
寺
の
小

名
で
、
耳
悶
蛍
と
い
ふ
敷
地
天
紳
宋
祉
の
一
つ
が
あ

っ
た
。
政
地
天
神
世
穏
に
、
恩
人
前
事
に
前
中
一
が
こ

こ
に
彦
徳
し
て
、
女
神
の
御
装
束
叉
は
男
耐
の
御
技

東
と
諸
姉
の
薦
。
給
ふ
を
悶
い
て
、
そ
の
御
装
束
を

御
舟
に
入
れ
て
容
。
、
叉
こ
の
堂
に
徳
り
て
聞
け
ば
、

夜
一
夜
紳
遊
が
あ
っ
て
御
舟
に
琴
の
脅
が
す
る
と
あ

る
。
叉
一
設
に
、
耳
岡
山
の
石
街
中
に
耳
を
入
れ
て

聞
け
ば
、
人
の
頓
〈
如
き
聾
が
す
る
の
に
よ
っ
て
、

毎
年
除
夜
に
翌
年
の
盟
凶
を
占
う
た
と
も
い
ふ
。

εさ
キ

9

耳
切
耳
切
の
刑
は
鼻
切
と
同
時
に

-園町

-圃圃.
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